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日時：令和 6 年 2 月 20 日（火曜日） 17 時00分〜 
場所：医学部実習棟 3階 P3 講義室 
演題：糖尿病性腎症における血管内皮細胞の新機能の発見 

Discovery of New Functions of Endothelial Cells  
in Diabetic Nephropathy  

演者：中山 雅敬 先生 
岡山大学研究推進機構 教授 

 
糖尿病は、高血糖により微小循環障害が起こり、腎症を含む様々な臓器の機能不全が合併する。

治療法として血糖値の制御が第一に挙げられるが、多くの患者は高血圧も伴うため、降圧剤を処
方される。降圧剤の一部には糖尿病下で特定の臓器保護作用を持つものが知られる。同作用は
標的特異性や薬物動態の違いによる降圧作用の副次機能と認識されている。我々は、高血糖条
件で血管内皮細胞から分泌され糸球体の恒常性を制御する因子を同定し、同因子制御機構の破
綻が糖尿病性腎症を増悪化させることを見出した。さらに、ハイスループットスクリーニングを行い、
分泌阻害剤を同定した結果、腎保護作用を持つことが知られるカルシウム拮抗薬が複数同定され
た。これらの薬剤による分泌阻害効果は、降圧作用と非依存的であることが示唆された。創薬・製
薬のモデルが過去と現在において大きく変遷しているが、私はこれらの研究を通じて、創薬支援ベ
ンチャーカンパニーや大手製薬企業と共同研究を経験した。さらに、ファンドやコンサルタントとコミ
ュニケーションした経験から、これからの創薬のあり方についても考えたい。 
【中山 雅敬】 
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